課題９：タンパク質の高次(特に三次、四次)構造についてまとめる。
[bookmark: _GoBack]　同じ遺伝子からは同じmRNAがつくられるため、できたポリペプチドも同じアミノ酸配列となる。そして一定の環境下では、側鎖間の様々な相互作用の結果、熱力学的に最も安定な一定の高次構造をとる。この構造は熱や㏗、イオン強度等の変化による変性などを起こす。三次構造は、α-ヘリックス構造やβ-シート構造などの二次構造などで分子全体として立体的なまとまりをもった状態のことを三次構造という。また、四次構造は、そのようなポリペプチド鎖が複数個、非共有結合によって構成される構造である。この時、ここのポリペプチド鎖をサブユニットという。
